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 わたしは、なつ休みのしゅくだいで「ちいさなしんせつ」でさくぶんをかくときめました。なにをか

こうかかんがえました。でも、しんせつがなにかわかりません。おかあさんに、 

「わたし、しんせつにされたことない。」 

といいました。おかあさんは、 

「そんなことない。たすけてもらったこと、あるはずだよ。」 

といいました。ちょっとおこっていました。こわかったです。 

 わたしは、たくさんかんがえました。かんがえたら、一つだけおもいだしました。わたしは、ながぐ

つがだいすきです。雨がふりそうな日は、ながぐつをはいて学校にいきます。 

学校にながぐつをはいていった日に、ともだちとあるいていました。すると、ともだちがとつぜんは

しりました。わたしもおいていかれないように、はしりました。ながぐつは、はしりにくいので、ころ

んでしまいました。とてもいたかったです。 

手のひらとひざから、ちがでました。わたしは、ないてしまいました。ないているわたしのところに、

ともだちがもどってきてくれました。ともだちが、 

「だいじょうぶ？ 」 

といってくれたけれど、いたくてこたえられませんでした。ともだちに「たって」といわれたけれど、

むりでした。手がズキズキしていたからです。そうしたら、ともだちがばんそうこうをはってくれまし

た。ランドセルに入っていた、といっていました。 

 ばんそうこうをはってもらったら、もういたくなくなりました。なみだもとまったので、びっくりし

ました。ともだちに、「ありがとう。」といって、いっしょにかえりました。 

つぎの日、あたらしいばんそうこうと、おれいのおてがみをともだちにわたしました。 

「きのうは、ありがとう。」 

 ともだちは、「こちらこそありがとう。」といいました。二人ともわらっていました。わたしは、ここ

ろのなかがポカポカしました。 

 わたしは、おかあさんにおねがいごとをしました。だれかがケガをしたときにわたせるように、ばん

そうこうをランドセルに入れてもらいました。 

 こんどはわたしがたすけるばんです。だれかがないていたら、わたしが一ばんにたすけてあげたいで

す。おかあさんにばんそうこうのことをいったら、 

「こころのばんそうこうだね。」 

といっていました。わたしは、（いいこというなあ）とおもいました。 

 


